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６ 避難所の開設・運営   避難所開設運営班 

 

 

 

 

 

 (1) 避難所の開設状況 

    ア 大震災直後 

７，０４０人の市民及び旅行者が各避難所に殺到した。特に新幹線が運休したことにより多

くの乗客が足止めされ、明成高校をはじめ各避難所に避難した。 

イ ３月１７日時点 

３月 11日から浜通りの広域避難者が増え始め、本市の避難所では不足し、県は、あづま総

合運動公園、県立高校を次々と開設し、広域避難者は 3月 17 日がピークとなった。 

   ウ ３月１８日以降 

広域避難者は、本市避難所からさらに遠方に避難する者、また、災害救助法による借り上げ

住宅(アパート)入居やホテル・旅館一時受入事業(H23.4.11～H24.2.20)、仮設住宅の建設

(H23.5.26～入居)により、徐々に避難所から引き上げた。 

  エ ７月１２日 

本市開設の避難所は、パルセ飯坂を最後に全て閉所した。 

  オ ９月２４日 

    県開設の本市内の避難所は、あづま総合運動公園を最後に全て閉所した。 

    (福島県教育センターには相馬農業高校飯館校生約２２名を受け入れていたが、当初の避難所

としての取り扱いから学生寮としての位置づけとして継続となった。) 

 

 

 

 

 (※表中、「福島市民」には浜通りを除く旅行者が含まれる。) 

 

 

・避難所数  74 箇所(最大) 

・避難者数 8,495 人(最大) 

避難所数・避難者数の推移 

班長  保健福祉センター所長 

班員  職員課、生活課、市民課、国保年金課、児童福祉課 

 

※「資料３ 避難所開設状況」 を参照 
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あづま総合運動公園体育館 避難所での市政だより速報版の貼り出し 

 

   
 

 

 

 (2) 避難所駐在員の割り振り  職員課 

    最大７４箇所の避難所となり、２４時間体制となるため駐在する職員が不足する状況の中、避

難所開設運営班(職員課)より各課に避難所駐在員を割り振り動員した。 

また、自治労から延べ 1,409 名(人数×日数)の派遣協力員の支援を受け、主に避難所駐在員と

して配置した。。 

    最大動員日：3 月 15 日(避難所数 74 箇所、職員配置避難所数 61 箇所、204 人体制(12 時間交替)、

延べ 408 人の動員) 

     

(3)  避難所情報の集約    納税課 

    各避難所からの必要物資、食事数などを集約して本部に報告した。 

ア 対応期間  平成２３年３月１２日（土）～４月１日（金）まで 

  イ 報告内容 

   ①避難人員数 

   ②浜通り避難者数 

   ③必要食事数 

   ④必要物資（種類、数量） 

   ⑤避難者の健康状態 

   ⑥避難所で直接受領した物資（本部送達分は除く） 

   ⑦炊き出し等の人的ボランティア内容 

   ⑧その他 

  ウ 報 告 

   ①報告回数：当初は、１日３回 

   ②午前９時：上記①～⑦の内容を 9時３０分まで報告 

    午後３時：上記③及び緊急事項のみを報告 

    午後７時：      〃  
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 (4)  避難所の状況(例：３／２９午前 9時) 
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B　広域避難所（市駐在ナシ、市配送アリ） C　広域避難所（市駐在ナシ、市配送ナシ＝県配送）

№ 電話番号 特記事項 担当課
直近
連絡

避難
者数

うち
浜通り

1 高校 福島高校 535-2391 【県対応】 3/29 9時 100 100

2 高校 県工業高校 557-1395 【県対応】 3/29 9時 95 95

3 高校 北高校 【県対応】 3/29 9時 139 139

合　計 334３/２９　午前９時 334

避難所 № 電話番号 特記事項 担当課
直近
連絡

避難
者数

うち
浜通り

1 高校 西高校 546-3391 【県対応】 3/29 9時 124 124

2 高校 商業高校 553-3451 【県対応】 3/29 9時 176 176

3 高校 東高校 531-1551 【県対応】 3/29 9時 156 156

4 高校 明成高校 546-3381 【県対応】 3/29 9時 83 83

5 高校 南高校 【県対応】 3/29 9時 80 80

6 その他
あづま総合運動
公園体育館

593-1111 【県対応】 3/29 9時 1,555 1,555

7 その他
自治研修セン
ター

【県対応】 3/29 9時 230 230

8 その他

ﾊｲﾃｸﾌﾟﾗｻﾞ福
島技術支援ｾﾝ
ﾀｰ

【県対応】 3/29 9時 4 4

9 大学 福島大学 【県対応】 3/29 9時 119 119

合　計 2,527３/２９　午前９時 2,527

避難所

３/２９　午前９時　一般+広域避難所（A+B+C）

市民127

浜3,806

合計3,933

(222)

(182)

（前日比）

(▲40)
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 (5)  被災者お見舞い 

    ア 天皇皇后両陛下 

     平成 23年 5月 11 日 

     あづま総合体育館で被災者のお見舞いをなされた。 

   

 

 

  
イ 常陸宮同妃両殿下 

     平成 24年 1月 17 日 

     福島市松川工業団地第一応急仮設住宅で被災者(飯館村住民約 400 人)のお見舞いをされた。 

ウ 秋篠宮同妃両殿下 

     平成 25年 5月 9 日 

     飯野町の飯館中学校仮設校舎を訪問され、飯館の中学生を激励された。 

     また、それに先立ち、放射性物質を含む下水汚泥を乾燥処理する堀河町の福島市下水道管理

センターを視察された。 

     

 (6) 広域避難対策   企画経営課 

ア  市民及び広域避難者の対応（初期段階：発生～5日目） 

    地震発生日（平成 23年 3月 11 日）から、5日目（平成 23年 3月 15 日）までの初期段階に 

おいて、市内の小中学校・学習センターなどの公共施設が避難所となる。 

     それらの施設での受け入れが困難になってからは、県立高校やあづま総合運動公園、福島県 

自治研修センターなどの開設を県に要望。   

各避難所においては、水・食糧・毛布など支援物資の配給がままならず、避難者の心的スト 

レスが増していた。 

福島市では、昼食に福島県産

の野菜がふんだんに入った弁当

を召し上がったという。 

瀬戸孝則市長によると、食事

の席で陛下は、「おいしい桃を前

にいただきました」と話された。

皇后さまは「風評被害が心配で

すね」と案じられたという。帰

りには県産野菜を私費で購入さ

れたことも明らかになった。                                                                                 

(皇室ウィークリーより)  
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(ｱ)  避難所対応 

地震直後、渡利地区の状況を把握するため学校・保育所など公共施設を巡回、耐震性が

乏しい渡利中学校の避難者を支所へ誘導。 

ハイテクプラザ福島技術支援センターの避難所運営を任され、主に県外の帰宅困難者（新 

幹線で移動中に被災した方々）の対応、又、蓬莱学習センターにも職員を駐在配置した。 

(ｲ)  避難所開設 

県災害対策本部に対し、県所管施設の開設を要求。 

浜通り避難者からの電話問い合わせが殺到し、開設された避難所を案内。 

(ｳ)  避難者名簿の作成 

各避難所の避難者数を把握するため、避難者名簿を作成。 

避難所における避難者数の状況を掌握。 

食事や必要物資の手配・配送に活用。 

(ｴ)  生活相談受付票 

ひとりひとりの状況をより詳細に把握するため、ケガ・病気の状況、家屋の破損状況、

帰宅困難理由、今後の見通しなどを自筆にて記入。 

状況に応じて、保健師、資産税課、その他の課へ情報提供。 

イ 広域・市民避難対策（中期段階（5日目～25日目(4 月 5 日)） 

５日目から２０日目の期間も、浜通りから避難する方が絶えない。大きな余震があると、市 

民も避難所に来所。 

民間避難所と小中学校は、業務、事業の再開のため閉鎖の必要性が高まってきた。 

ただし、広域避難者は福島市に避難してくる間、5回以上の避難所移動を経験し、これ以上 

の移動に対して強く抵抗感を示していた。そのため、避難所の閉鎖・統廃合には、最善の注意

を払い、オーダーメイドの対応が必要となった。 

◇  避難所閉鎖業務（統廃合前）    

○ JRA 福島競馬場 

    「JRA が市指定避難所ではない」こと、「代替施設を用意している」ことなどの理由を市か

ら説明。 

地図や移動手段を確保（マイクロバス） 

ガス欠車輌は JRA に駐車させてもらう。 

   ・平成 23 年 3 月 17 日（木）騎手宿舎で説明（要した時間：60 分） 

     混乱を避けるため、「世帯の代表のみ」館内放送でお呼び出しする。 

     次の避難所までの地図を配布。 

     主な質問：ガス欠車輌をどうするか？病院・通院について 

 ・平成 23 年 3 月 18 日（金）閉鎖し、下記代替施設へ誘導 

     広域 ⇒十六沼公園体育館 

     市内 ⇒清水学習センター or 帰宅 

  ○ 南向台小学校・・・浜通り避難者の大規模移動 

  市内小中学校の中でも、南向台小学校は 200 名を越える広域避難者が避難していた。 

・平成 23年 3月 19 日（土） 

周知文配布 

    ・平成 23年 3月 20 日（日） 

説明（1時間半）‥‥水道の復旧した南体育館への移動 

       準備したもの：南体育館への地図、ガス欠車輌表示板、マイクロバス 

       主な質問：ガソリン要求、移動手段について、 

「また避難所を移動しなければならないのか！！」 

     ・平成 23年 3月 21 日（月）・・・閉鎖 

       車が無く見ず知らずの方に連れてこられた女性などがマイクロバス移動。 

ガス欠車輌無し。 
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       ⇒3月 23 日（水） 市内全ての小中学校避難所を閉鎖。 

○ 県立橘高等学校・・・市職員駐在で唯一の県立高校 

  市内の県立高校避難所の中で、橘高校だけが唯一福島市職員が駐在し、食事配送の両面で 

運営していた。（他の県立高校避難所は、市駐在無しの配送ありもしくは市駐在無しの配送 

も無し。） 

避難者の年齢をもとに、次の避難所移動先を 2つに分けた。 

         【避難所閉鎖方針】 

       広域避難者の移動予定先である飯坂学習センターには、すでに南相馬市民が多数避難。 

和室はいっぱい、アリーナでの寝泊りとなることから、60 歳以上の高齢の方は、和

室のある敬老センターへ移動。 

       ・60 歳以上（市内・市外）⇒ 敬老センター 

       ・60 歳未満（市外） ⇒ 飯坂学習センター 

         ※60 歳未満（市内）はいなかった。 

   【閉鎖】３月３１日(木) 

○ 福島テルサ・・・複数の小部屋 

3 月 31 日現在、名簿上で市民 30 名、市外 40名が避難。 

     【課題】 

①複数の会議室、ギャラリー、廊下などに分散 

②複数の持病・障がい（透析、高血圧、車イス） 

 ③犬 

     【課題解決方法】 

①2 人 1 組になり、個別ヒアリングを実施。今後の見通し、持病の有無など全家族か

ら状況聴取。 

不在家族は、夕方にテルサを訪問。入口にて待機し、戻り次第ヒアリングを実施。 

②通院のし易さ、畳のある避難所など負担の少ない施設へ移動する計画を立てる。 

③次の避難所では、車の中あるいは車のそばで飼うことを約束。 

     【避難所閉鎖方針】 

①市外避難者で健康な方 ⇒ 飯坂学習センター 

②市内外避難者で通院中の方 ⇒ 敬老センター 

③市民避難者で健康で帰宅困難な方 ⇒ 吾妻学習センター 

④市民避難者で高齢で帰宅困難な方 ⇒ 働く婦人の家 

※帰宅可能者は帰宅 

【閉鎖】４月４日 

ウ 広域・市民避難対策（後期①段階（4月 6日～5月 12 日） 

3 月下旬ごろから、徐々にライフラインが復旧し、住宅に問題の無い世帯は帰宅可能な状態 

になってきた。 

    しかし、余震が続き、地震の恐怖から帰宅できない方、散乱した室内を片づけ出来ない方な

ど、少人数避難所が乱立する状態となっていた。 

   また、一部の避難所では、私物が紛失する窃盗事件疑惑、小さな女の子にイタズラをする者

などの問題が噴出。 

職員も、早朝からの食事配送、24 時間体制での避難所管理業務など、疲労がピークを迎え、

体調を崩す職員も出てきた。 

その後の行政サービスの低下、避難所におけるモラルの低下など、今後考えうる問題の発生

を考慮し、さらに統廃合の必要性が高まってきた。 

また、二次避難所（旅館）の指定があり、その後の大きな移動の流れが期待されたものの、

すでに小中学校に転入学をした子供のいる家族などは、避難所からの移動に対し、激しく抵抗

感を示していた。 
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◇ 避難所閉鎖業務（統廃合後 初期） 

   ○ 吾妻学習センター（16 名）、敬老センター（22 名）、働く婦人の家（15 名）          

4/11 現在 153 名（市民 42 名、市外 11名） 

    【対応】 

      『出張相談会』 (生活課、地域福祉課、建築住宅課、企画経営課) 

状況を確認し、今後の見込みをつけていく。 

    【避難者の主な状況】 

      ・住宅の損壊（帰宅可能、新居の予定あり） 10 名 

      ・住宅の損壊（今後の予定無し）      16 名 

      ・通勤、通学困難              6 名 

      ・地震恐怖                 9 名 

      ・その他                 12 名 

      単身で高齢の方は、理由として地震恐怖がほとんど。対応に苦慮した。 

    【避難所閉鎖方針】 

      アパートなどへの入居時期を考慮し、閉鎖日を設定。 

    【閉鎖】 

   4/25 敬老ｾﾝﾀｰ 5/2 吾妻学習ｾﾝﾀｰ 5/2 働く婦人の家 

     ○ 十六沼公園体育館（72名）、南体育館（51名）、飯坂支所・学習ｾﾝﾀｰ（24 名） 

4/11 現在：全て浜通り 

     【対応】 

        『個別ヒアリング』 

       全ての世帯の状況を確認。今後の見通しを調査。 

【避難所閉鎖方針】 

        アパート入居日、二次避難所への移動などを確認し、閉鎖日を設定。 

     【閉鎖】 

       5/9 十六沼公園体育館 5/11 飯坂支所・学習ｾﾝﾀｰ 5/12 南体育館 

○ 市内の県立高校 

      福島高校 77名、県工業高校 79名、北高 124 名、西高 72名、商業高校 145 名、 

東高 109 名、明成高校 79名、南高 70 名 ／計 755 名(3/31 閉鎖の橘高校を除く。) 

    【県災害対策本部（県教育庁）】 

      県の対応により閉鎖 

      4/8  閉鎖‥‥北高、西高、明成 

4/9  閉鎖‥‥商業 

4/10 閉鎖‥‥福高、県工、東高、南高 

エ  広域・市民避難対策（後期②段階（5月 13日～7月 12 日） 

     この時点で、一般避難所は『蓬莱学習ｾﾝﾀｰ』と『パルセ飯坂』の 2箇所。 

     民間避難所『野田町集会所』にも 30 名以上。 

◇ 避難所閉鎖業務（統廃合後 長期） 

   ○ 野田町集会所 

       最高で 87 名滞在。うち 40 名程度は二次避難所へ移動。 

       南相馬市職員（福島市担当 2名）との連携により、避難者の状況に応じ、一次避難所から 

二次避難所（旅館、仮設住宅、借上げ住宅）へ移動に向けた詳細な状況調査を実施。 

     二次避難所となる旅館の下見、不動産情報の提供などを行なった。 

         7 世帯 33 名が滞在。全て南相馬市（原町区及び鹿島区：20～30 ㎞圏内） 。 

       二次避難所の申請の有無、仮設住宅の申請の有無などを確認。 

    【閉鎖】 

       6/25 閉鎖 9名：二次避難所及びアパート 24 名：南相馬市へ帰宅。 

○ パルセ飯坂 
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        最初の状況確認の時点（3月 16日）630 名で受け入れ限界の状態。 

      その後、徐々に県外などへ移動し減少。 

      一方、少数ではあるが新規の避難者も絶えず、全体の把握は困難な状況であった。 

      5 月上旬、100 名 40 世帯程度になり、状況確認作業を始める。 

      南相馬市 8割、浪江町 1割、新地町・富岡町 1割 

     【課題解決方法】 

       5 月 11 日を皮切りに、1週間に 2回程度個別相談を実施。 

       義援金、仮設住宅、二次避難所の申し込み状況確認、 

二次避難所を断っている者、全く予定なしの世帯が多数。 

       二次避難所の再設定を南相馬市に要望。 

飯坂温泉など、パルセ近郊の二次避難所で空きができた旅館に移動できるよう配慮を求め 

た。（旅館⇒仮設住宅の移動で、少なからず空きが出始めた。）そのうえで、二次避難所の下

見を実施。 

【閉鎖】 

      7/12 閉鎖 最終日は、浪江町・男性１名 

オ 市民避難対策（後期③段階（7月 13 日～10 月） 

     二次避難所に唯一市民 1世帯が避難。 

    震災直後、蓬莱小学校に避難。小学校避難所閉鎖(3/23) に伴い 3月下旬から蓬莱学習セン 

ターへ。 

5 月上旬から二次避難所へ移動。 

   【対応】 

      6 月 14 日 最初の状況確認 

     6 月 20 日 建物二次判定（資産税課）⇒大規模半壊 

        ⇒その後、2週間に 3回程度状況確認と不動産情報の提供。 

        飯舘村の全村避難も重なり、物件検索が困難な状況。 

 10 月 5日 借上げ住宅へ移動。 
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(7) 各種ボランティア活動 

     各避難所において、学生、婦人会、地元商店・飲食店、各種団体など、さまざまな方から避 

難所の手伝いや、炊き出し、各種イベントなどのボランティア活動をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

(例) パルセいいざかにおけるボランティア・イベントの一部    

都市計画課 

・汁物炊き出し 

・フラワーアレンジメントのボランティア 

・ヘアカットボランティア 

・「お薬健康相談所」開設 

・法律相談 

・折り紙教室ボランティア 

・マッサージのボランティア 

・絵画教室ボランティア 

・福島陸上自衛隊による音楽演奏会 

・映画上映会、バーベキュー炊き出し 

・ヨガ講師によるボランティア 

・洗顔体験 

・歯の相談 

・ふくしまの昔話のボランティア 

・バルーンアートのボランティア 

・声のボランティア「むすぶ」心と体のリラクゼーション 

・ハローワーク等による就職・年金・給与等の相談会 

・キャラクターショー 

・クラフト体験 

・トランペット演奏 

・フルート演奏 

・リトミック体操 

・エステのボランティア 

 


